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三
月
十
九
日
(土)
は
『
史
遊
サ
ロ
ン
』
の
日
で
す 

今
月
の
十
九
日(

土)

は
、
新
し
い
『
史
遊
サ
ロ
ン
』

の
初
会
合
で
す
。
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
に
な
る
か
、
期

待
し
て
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
、「
会
費
な
し
」、「
執
筆

義
務
な
し
」
、
「
発
表
義
務
な
し
」
で
す
か
ら
、
そ
う

な
る
と
「
出
席
義
務
な
し
」
に
繋
が
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

実
は
『
史
遊
会
』
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
平
成
五

年
九
月
に
一
度
「
解
散
」
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
ど
う
や
ら
「
解
散
」
で
は
な
く
、
組

織
を
再
編
す
る
た
め
の
「
休
会
」
だ
っ
た
よ
う
で
、

平
成
六
年
二
月
か
ら
予
定
通
り

・

・

・

・

「
再
開
」
と
な
り
ま

し
た
。 

そ
の
再
集
合
の
時
「
…
…
講
演
会
は
な
く
、
ま
た

と
く
に
派
手
な
催
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
員
相
互

の
理
解
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
懇
親
会
に
し
て
」

と
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
頃
は
、
わ
た
く
し
は
「
新
人
」
で
し
た
の
で
、

事
情
は
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
想
像
を
交

え
て
言
え
ば
、
幹
事
さ
ん
達
が
ム
キ
に
な
り
過
ぎ
て
、

「
疲
れ
は
て
た
」
た
め
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

今
回
と
事
情
は
異
な
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
よ
り
良

い
史
遊
会
を
目
指
す
と
、
幹
事
さ
ん
は
非
常
に
疲
れ
、

時
に
は
そ
れ
が
「
不
満
」
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

だ
ん
だ
ん
幹
事
に
「
な
り
手
が
な
く
な
り
」、
時
に
は

幹
事
さ
ん
が
孤
立
感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
ん
な
背
景
が
あ
り
、
私
が
幹
事
を
担
当
し
た
五

年
間
は
「
力
ま
ず
省
力
型
で
、
ひ
と
り
幹
事
的
に
」

割
り
切
っ
た
運
営
を
し
ま
し
た
。 

「
出
席
者
が
五
人
を
き
っ
て
も
良
い
で
は
な
い

か
」。「
一
対
一
」
で
お
話
す
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
方

ば
か
り
が
五
人
も
集
ま
る
会
で
は
な
い
か
。 

 

も
し
か
し
た
ら
、
史
遊
会
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
、「
会

費
な
し
、
執
筆
義
務
な
し
、
講
演
義
務
な
し
」
の
会

は
、
か
え
っ
て
新
た
な
参
加
希
望
者
が
、
増
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
実
は
、
そ
ん
な
「
ハ
シ
リ
」
が
あ
り
、

三
月
の
例
会
に
は
、
新
顔
が
現
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。 さ

て
、
新
た
な
『
史
遊
サ
ロ
ン
』
の
活
動
に
つ
い

て
、
ご
報
告
す
る
と
、『
史
遊
会
通
信
』
第
十
一
集(

二

〇
一
五
～
六
年
、
二
百
四
十
一
頁)

の
印
刷
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
。

五
十
部
刷
っ
て
、
印
刷
・
製
本
代
が
三
万
円
、
郵
送

費
が
一
万
円
ほ
ど
で
し
た
。
安
い
で
す
ね
。 

『
史
遊
会
』
と
の
関
連
で
「
個
人
的
な
エ
ッ
セ
イ

集
」
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
会
の
費
用
で
編
集
・

印
刷
・
製
本
の
お
手
伝
い
を
す
る
予
定
と
お
知
ら
せ

し
た
と
こ
ろ
、
四
件
ほ
ど
の
申
込
み
が
期
待
で
き
そ

う
で
す
。 

な
お
、『
史
遊
サ
ロ
ン
通
信
』
は
、
新
規
に
第
一
号

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
折
角
の
歴

史
あ
る
『
史
遊
会
通
信
』
な
の
で
、
そ
れ
を
継
承
し

て
二
百
五
十
一
号
か
ら
始
め
ま
す
。 

三
月
例
会
で
は
千
坂
精
一
さ
ん
が
『
上
杉
綱
勝
急

死
事
件
』
に
つ
い
て
、
話
題
提
供
し
て
下
さ
る
予
定

で
す
。
概
要
は
二
百
五
十
号
を
参
照
し
て
下
さ
い
。 

日
時 

三
月
十
九
日(

土)

、
三
時
か
ら
五
時 

場
所 

銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重
洲
北
口
会
議
室 

東
京
駅
北
口
通
り
の
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
證
券
の

並
び
、
徒
歩
三
分
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

新
井
宏 

記 
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釈
尊
・
玄
奘
の
御
真
骨
発
見
と
異
聞 

諸
橋 

奏 

 

仏
教
の
歴
史
、
そ
の
発
生
と
伝
播
・
教
え
等
に
つ

い
て
は
、
二
千
数
百
年
の
間
に
お
け
る
弟
子
・
仏
教

者
・
仏
教
家
に
よ
り
詳
細
が
語
ら
れ
て
き
て
お
り
、

今
更
、
言
を
さ
し
は
さ
む
余
地
も
な
い
こ
と
か
ら
、

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
財
団
法
人
仏
教
伝
導
教
会

の
『
仏
教
通
史
』
要
略
を
記
す
、
と
。 

中
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
ブ
ッ
ダ
・
ゴ
ー
タ
マ(

釈
迦

牟
尼)

は
正
覚

し
ょ
う
が
く

を
成
就
。
西
暦
前
五
世
紀
な
か
ば
こ

ろ
よ
り
、
死
に
至
る
ま
で
四
十
五
年
間
、
智
慧
と
慈

悲
の
教
え
の
伝
道
説
法
の
生
涯
で
あ
っ
た
。 

そ
の
教
え(

仏
教)

は
ア
シ
ョ
ー
カ(

阿
育
、
在
位
西

暦
前
二
六
八
～
二
三
二)

王
の
時
代
、
国
外
に
ま
で
伝

播
さ
れ
た
。 

そ
し
て
紀
元
前
後
の
こ
ろ
、
東
方
へ
伝
播
し
て

「
大
乗

だ
い
じ
ょ
う

」
が
生
ま
れ
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ(

龍
樹

り
ゅ
う
じ
ゅ)

の
思
想
的
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。 

中
国
・
日
本
の
仏
教
も
、
そ
の
大
乗
仏
教
で
、
そ

れ
は
ブ
ッ
タ
・
ゴ
ー
タ
マ
の
教
法
の
系
譜
に
つ
な
が

り
な
が
ら
、
大
衆
の
救
済
を
第
一
に
、
の
思
想
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

中
国
が
仏
教
を
知
っ
た
の
は
、
紀
元
前
二
世
紀
末

ご
ろ
、
西
域

さ
い
い
き

を
通
し
て
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
貿
易

路
で
あ
り
、
仏
教
の
道
で
も
あ
っ
た
。 

中
国
の
仏
教
受
容
は
、
教
典
の
招
来
と
翻
訳
を
主

と
し
、
紀
元
一
四
八
年
ご
ろ
か
ら
一
七
一
年
ご
ろ
、

安
世
高
が
、
そ
し
て
五
世
紀
は
じ
め
、
亀
滋

き

じ(

新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
地
方)

か
ら
来
た
鳩
摩
羅
什

く

ま

ら

じ

ゅ

う

で
一
つ

の
頂
点
に
。 

入
竺
求
法
僧
の
先
駆
者
は
法
顕

ほ
っ
け
ん(

三
一
九
～
四
二

〇
？)

、
有
名
な
玄
奘(

六
〇
〇
～
六
六
四)

の
入
竺
は

六
二
七
年
、
帰
国
は
六
四
五
年
で
、
玄
奘
に
よ
り
中

国
の
経
典
翻
訳
は
更
な
る
頂
点
に
達
し
た
。
因
み
に

鳩
摩
羅
什
に
代
表
さ
れ
る
翻
訳
を
「
旧
訳
」、
玄
奘
以

降
の
も
の
を｢

新
訳｣

と
呼
ん
で
い
る
。 

彼
ら
の
思
想
的
・
宗
教
的
活
動
は
中
国
独
自
化
を

強
め
、
天
台
宗
で
顕
著
に
、
更
に
禅
宗
に
至
っ
て
極

ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
禅
宗
の
初
祖
は
菩
提

ぼ

だ

い

達
磨

だ

る

ま(

～

五
二
八)

で
、
そ
れ
は｢

中
国
人
の
仏
教｣

で
あ
っ
た
。 

日
本
仏
教
は
、
五
三
八
年
、
欽
明
天
皇
に
百
済
の

王
が
、
仏
像
・
経
巻
を
献
じ
た
の
が
伝
来
の
始
ま
り

で
、
長
い
歴
史
の
中
に
三
つ
の
焦
点
が
あ
っ
た
。 

第
一
期
は
七
・
八
世
紀
、
法
隆
寺
の
建
立(

六
〇
七)

か
ら
東
大
寺
の
建
立(

七
五
二)

の
時
代
。
寺
院
は
国

際
的
文
化
の
中
心
、
僧
侶
は
新
知
識
の
リ
ー
ダ
ー
、

経
典
は
優
れ
た
思
想
の
乗
物
で
あ
っ
た
。 

九
世
紀
、
最
澄(

七
六
七
～
八
二
二)

・
空
海(

七
七

四
～
八
三
五)

が
現
わ
れ
、
平
安
仏
教
と
よ
ば
れ
る
初

め
て
の
日
本
仏
教
の
宗
派
を
創
設
、
山
中
修
業
の
根

本
道
場
を
確
立
、
以
後
三
百
年
余
、
二
人
の
流
れ
天

台
と
真
言
が
、
朝
廷
中
心
に
栄
え
た
。 

第
二
期
は
十
二
・
三
世
紀
。
法
然(

一
一
三
三
～
一

二
一
二)

・
親
鸞(

一
一
七
三
～
一
二
六
二)

・
道
元(

一

二
〇
〇
～
一
二
五
三)

・
日
蓮(

一
二
二
二
～
一
二
八

二)

な
ど
に
よ
る
仏
教
の
日
本
的
受
容
で
あ
っ
た
。 

以
後
の
日
本
仏
教
は
そ
れ
ら
の
仏
教
者
た
ち
の
基

盤
上
に
余
栄
を
保
っ
て
今
日
に
至
っ
た
。 

だ
が
、
日
本
仏
教
の
歴
史
に
も
う
一
つ
の
焦
点
が
。

そ
れ
は
近
代
の
仏
教
学
に
お
け
る
原
始
仏
教
の
研
究

成
果
で
あ
る
。 

な
お
、
日
本
人
の
仏
教
受
容
に
関
し
て
は
、
三
つ

の
要
件
「
山
岳
信
仰
・
他
界
＝
浄
土
觀
・
遺
骨
信
仰
」

と
い
う
日
本
民
族
の
信
仰
が
、
陰
に
陽
に
、
相
互
に

影
響
し
合
っ
て
発
展
し
「
国
民
的
宗
教
」
と
し
て
の

日
本
仏
教
が
形
成
さ
れ
た
、
と
宗
教
学
者
山
折
哲
雄

は
指
摘
し
て
い
る
。(

『
仏
教
と
は
何
か
』
中
公
新
書) 

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
に
仏
教
の
国
際
的
寺
院
「
覚

王
山
日
泰
寺
」
が
あ
る
。
案
内
書
に
よ
る
と
、 

釈
迦
の
死
後
二
五
〇
〇
年
の
間
に
、
一
度
だ
け
そ

の
遺
骨
が
発
掘
さ
れ
た
。
一
八
九
八
年(

明
治
三
十
一

年)

英
領
イ
ン
ド
の
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
で
の
こ
と
。
発
掘
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し
た
の
は
英
国
人
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ペ
ッ
ペ(

イ
ギ
リ
ス

の
駐
在
官)

で
、
骨
壺
に
刻
ま
れ
た
イ
ン
ド
古
代
文
字

解
読
に
よ
り
仏
骨
と
分
っ
た
。
イ
ン
ド
政
府
は
そ
の

仏
骨
を
仏
教
国
タ
イ
に
贈
り
そ
の
一
部
が
タ
イ
国
王

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
皇
帝(

在
位
一
八
六
八
～
一
九
一

〇)

よ
り
日
本
に
贈
ら
れ
た
。
こ
の
仏
骨
を
お
祀
り
す

る
た
め
、
日
本
仏
教
全
宗
派
が
協
力
建
立
し
た
の
が

日
泰
寺
で
明
治
三
十
七
年(
一
九
〇
四
年)

の
こ
と
、

覚
王
寺
と
言
う
の
は
「
覚さ

と

り
の
王
」
釈
迦
の
こ
と
、

日
泰
寺
と
は
日
本
と
泰
国
の
意
味
。 

タ
イ(

泰)

国
の
国
名
に
変
更
さ
れ
た
の
は
昭
和
十

四
年
十
月
三
日
。
そ
れ
ま
で
の
国
名
は
シ
ャ
ム

(

暹

羅

シ
ャ
ム
（
ロ
）)

国
。
従
っ
て
当
初
は
山
号
は
覚
王
山
、
寺

号
は
日
暹

に
っ
せ
ん

寺(

日
本
・
暹
羅)

と
し
て
誕
生
。 

ま
た
、
御
真
骨
を
安
置
す
る
「
奉
安
塔
」
は
ガ
ン

ダ
ー
ラ
様
式
の
花
崗
岩
で
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
、
大

正
七
年(

一
九
一
八
年)

に
完
成
し
た
。 

こ
の
釈
尊
の
ご
真
骨
発
見
は
、
当
時
十
九
世
紀
の

西
欧
で
は
、
釈
尊
は
実
在
の
人
物
で
な
く
太
陽
神
話

の
一
形
式
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

「
十
九
世
紀
東
洋
史
上
の
一
大
発
見
」
で
あ
っ
た
。

た
だ
銘
文
の
解
読
に
つ
い
て
は
「
ブ
ッ
ダ
世
尊
の
遺

骨
」
と
「
親
族
で
あ
る
釈
迦
族
の
遺
骨
」
と
に
学
者

の
意
見
は
分
れ
た
。「
覚
王
山
日
泰
寺
略
記
」
は
「
こ

れ
は
仏
陀
世
尊
の
舎
利(

骨)

を
納
め
る
器
で
あ
り
、

栄
光
あ
る
釈
迦
族
の
人
々
と
そ
の
兄
弟
姉
妹
妻
子
た

ち
の
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
…
。 

「
一
九
七
一
年(

昭
和
四
十
六
年)

か
ら
イ
ン
ド
政

府
考
古
学
局
が
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
の
再
発
掘
を
行
い
、

一
九
九
六
年(

平
成
八
年)

そ
の
最
終
報
告
書
を
公
表
。

そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
古
墳
に
は
三
度
の
増
築
が
行
わ

れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ぺ
が
遺
骨
を
発
見
し
た
地
層
は
第

二
期
の
舎
利
塔
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
下
の
地
層
に
は
レ
ン
ガ
造
り
の
本
来
の
舎

利
塔
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
火
葬
し
た
遺
骨
の
入
っ

た
壺
が
二
つ
発
見
さ
れ
た
。(

中
略)

ペ
ッ
ペ
の
発
見

し
た
舎
利
容
器
は
舎
利
塔
増
築
時
の
複
製
品
だ
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
親
族
の
遺
骨
な
の
か
」(

吹
田
隆
道

著
『
ブ
ッ
ダ
と
は
誰
か
』
春
秋
社)

と
。 

考
古
学
の
世
界
は
常
に
新
発
見
の
研
究
成
果
の
宿

命
を
負
っ
て
い
て
、
そ
れ
故
に
興
味
深
い
分
野
と
い

え
よ
う
。 

仏
教
の
重
要
人
物
の
一
人
で
あ
る
玄
奘
三
蔵
法
師

(

六
〇
〇
年
～
六
六
四
年
、
一
説
に
六
〇
二
年
～
六
六

四
年)

の
御
真
骨
に
つ
い
て
も
ま
た
異
聞
が
。 

三
蔵
法
師
の
霊
骨
発
見
に
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
っ
た
。 

『
三
蔵
法
師
と
慈
恩
寺
』(

大
島
見
順
著 

平
成
二

十
一
年
七
版)

・『
武
州
岩
槻 

玄
奘
塔
も
の
が
た
り
』

(

久
保
田
士
朗
著 

二
〇
一
〇
年
初
版)

に
よ
る
と 

昭
和
十
七
年
、
第
二
次
大
戦
さ
な
か
、
南
京
を
占

領
し
て
い
た
日
本
軍
の
高
森
部
隊
が
、
稲
荷
神
社
建

立
作
業
中
、
塔
の
貴
部
を
発
見
、
発
掘
の
結
果
石
郭

(

厚
さ
十
五
セ
ン
チ
、
長
さ
百
六
十
セ
ン
チ)

が
出
土
。

内
部
に
北
宋
時
代(

一
〇
二
七
年)

、
明
時
代(

一
三
八

六
年)

記
の
葬
誌
と
玄
奘
三
蔵
法
師
の
頂
骨
が
納
め

ら
れ
て
い
た
。｢

大
唐
三
蔵
大
偏
覚
法
師
玄
奘
ノ
頂
骨

ヲ
、
長
干
寺
ノ
演
化
大
師
が
長
安
カ
ラ
伝
ヘ
得
テ
、

此
処
ニ
葬
ル
…｣

と
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
三
蔵

法
師
の
霊
骨
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
し
て
発
掘
埋
蔵
品

は
全
て
直
ち
に
南
京
政
府
に
返
還
さ
れ
、
昭
和
十
九

年
十
月
十
日
、
政
府
は
供
養
塔
の
落
慶
式
典
を
執
り

行
い
、
玄
奘
の
頂
骨
の
一
部
が
日
本
仏
教
徒
に
贈
与

さ
れ
た
。
来
日
の
霊
骨
は
、
大
戦
末
期
で
米
軍
の
空

襲
激
し
き
折
柄
、
安
置
場
所
を
二
転
三
転
、
疎
開
先

を
岩
槻
の
慈
恩
寺
に
求
め
て
十
九
年
十
二
月
十
三
日

に
奉
安
さ
れ
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
で
は
、
霊
骨
占

領
品
論
議
が
起
っ
た
が
、
新
中
国
蒋
介
石
主
席
の
「
返

還
に
は
及
ば
な
い
。
む
し
ろ
中
日
提
携
は
文
流
に
あ

り
、
日
本
に
お
け
る
三
蔵
法
師
の
遺
徳
の
顕
彰
は
ま

こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
云
々
」
と
の
友
交
的
意
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向
に
よ
り
、
正
式
に
慈
恩
寺
の
地
に
霊
骨
塔
建
設
が

決
定
、
東
武
鉄
道
の
根
津
嘉
一
郎
社
長
の
十
三
重
塔

寄
贈
も
あ
っ
て
、
二
十
五
年
三
月
二
十
日
工
事
完
了
、

二
十
八
年
五
月
玄
奘
塔
建
塔
落
慶
式
が
行
わ
れ
た
。 

そ
の
後
三
十
年
に
は
逆
に
台
湾
省
仏
教
界
か
ら
の

要
請
が
あ
り
分
骨
、
更
に
五
十
五
年
、
奈
良
薬
師
寺

へ
分
骨
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
中
国
で
の
研
究
で
「
旧
日
本

軍
の
三
蔵
法
師
の
骨
、
南
京
で
発
掘
」
説
に
異
論
が

出
さ
れ
た
と
二
〇
〇
七
年(

平
成
十
九
年)

一
月
一
〇

日
付
朝
日
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。 

異
論
「
記
録
な
く
、
別
人
」
を
唱
え
る
中
国
陝
西

せ
ん
せ
い

省

社
会
科
学
院
哲
学
研
究
員
を
務
め
た
陳
景
富
氏
に
よ

る
と
、 

「
南
京
の
頭
骨
」
に
関
す
る
主
記
録
は
三
例
、
➀

旧
日
本
軍
が
発
掘
し
た
石
棺
の
銘
文(

先
述)

➁
「
九

八
八
年
に
僧
の
可
政
が
終
南
山
に
行
き
玄
奘
の
頭
骨

を
入
手
。(

南
京
に)

塔
を
つ
く
っ
た
」(

宋
代
の
歴
史

書
「
健
康
志
」)

③
「
南
京
の
可
政
和
尚
が
、
玄
奘
の

頭
骨
を
長
安
の
終
南
山
の
紫
閣
寺
で
入
手
」(

元
代
の

歴
史
書
「
金
陵
新
志
」)

。
陳
氏
は
「
黄
巣
の
乱(

八

七
五
～
八
八
四
年
、
唐
末
の
農
民
の
反
乱)

で
は
「
塔

は
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
結
論
づ
け
、
南
京
の
頭

骨
は
玄
奘
の
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
、
と
。 

と
こ
ろ
で
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
は
や
十
五
年

余
、
パ
ラ
ダ
イ
ム(

人
間
が
根
本
的
に
も
っ
て
い
る
思

考
や
認
識
の
枠
組
み
＝
世
界
観)

は
情
報
化
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
な
ど
の
社
会
変
化
も
加
わ
り
、
転
換(

シ
フ

ト)

を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
「
西
洋
科
学
に
お
け
る
世
界
観
が
近
代
に

お
い
て
『
機
械
論
的
』
に
行
き
過
ぎ
、
そ
れ
が
今
日

わ
れ
わ
れ
の
社
会
全
体
が
抱
え
て
い
る
諸
々
の
危
機

を
も
た
ら
し
て
お
り
、
人
類
が
生
き
の
び
る
た
め
に

は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

転
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
現
代

科
学
が
示
す
新
し
い
世
界
観
が
『
東
洋
の
宗
教
的
世

界
観
に
非
常
に
似
て
い
る
』
と
の
指
摘
が
。(

日
本
実

業
出
版
社
『
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
ブ
ッ
ク
』
評 

東
北
大

学
生
新
聞) 

因
み
に
東
洋
の
宗
教
的
世
界
観
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ま
ず
日
本
の
古
神
道
・
か
む
な
が
ら
の
み
ち(

唯
神
の

道)

「
神
道
は
日
本
民
族
の
形
成
以
来
、
自
然
に
対
す

る
独
自
の
感
受
性
を
も
と
に
、
目
に
見
え
な
い
カ
ミ

の
働
き
へ
の
崇
拝
を
育
て
た
が
、
開
祖
や
教
理
は
も

た
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
カ
ミ
を
ま
つ
り
、
禊

み
そ
ぎ 

祓
は
ら
え

を
行
っ
て
心
身
を
清
浄
に
す
る
、
素
朴
な
儀
礼
に
基

づ
く
民
族
宗
教
で
あ
っ
た
」(

山
折
哲
雄
『
イ
ミ
ダ
ス

’91
』
宗
教)

。｢

自
然
は
神
慮
の
ま
ま｣

と
感
受
し
て

い
た
と
い
え
よ
う
。 

仏
教
は
紀
元
前
五
世
紀
、
イ
ン
ド
の
王
子
ゴ
ー
タ

マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ(

釈
尊
・
仏
陀
・
釈
迦
牟
尼)

が

興
し
た
。
釈
尊
の
生
存
時
代
に
つ
い
て
は
欧
州
で
は

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
書
を
重
視
し
、
そ
の
誕
生
を
紀

元
前
五
六
六
年
、
入
滅
を
紀
元
前
四
八
六
年
と
し
て

い
る
が
、
日
本
の
研
究
者
は
文
献
学
上
「
北
方
伝
承

の
仏
滅
か
ら
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
即
位
算
定
の
紀
元
前

二
六
八
年
ま
で
を
百
十
六
年
と
し
」
誕
生
を
紀
元
前

四
六
三
年
と
考
え
て
い
る
。 

釈
迦
時
代
の
仏
教
、
原
始(

初
期)

仏
教
の
教
え
は

悟
り
に
至
る
ま
で
の
四
つ
の
真
理
「
四
諦
」、
こ
の
世

の
苦
を
ひ
ら
く
た
め
の
八
つ
の
方
法
「
八
正
道
」
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
る(

『
図
解
日
本
の
仏
教
と
宗
派
』

宝
島
社)

。
釈
迦
入
滅
後
百
年
経
っ
た
こ
ろ
、
上
座
部

系
統
は
も
っ
ぱ
ら
修
業
と
禁
欲
に
よ
り
自
己
の
み
の

完
成
を
目
指
す
立
場
を
と
る
仏
教
と
し
て
セ
イ
ロ
ン
、

ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど
の
南
方
に
伝
播(

南
方
仏
教)

。

一
方
大
衆
部
か
ら
は
大
衆
の
救
い
を
第
一
に
考
え
る
、

在
家
信
者
を
中
心
と
す
る
大
乗
仏
教
が
成
立
。
中
国
、

韓
国
、
日
本
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
に
伝
播(

北

方
仏
教)

し
た
。 

原
始
仏
教
か
ら
上
座
仏
教(

一
九
五
〇
年
、
コ
ロ
ン

ボ
の
世
界
仏
教
徒
会
議
の
決
議
で
小
乗
と
は
い
わ
な

い
こ
と
に)

を
へ
て
発
展
し
最
高
形
態
に
到
達
し
た

と
い
わ
れ
る
大
乘
仏
教
に
は
二
大
系
統
が
あ
る
。 
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一
つ
は
中
觀
派
と
い
わ
れ
、
竜
樹

り
ゅ
う
じ
ゅ

を
祖
と
す
る
も

の
で
空
を
教
義
の
中
心(

根
本
真
理)

と
し
「
一
切
の

事
物
は
縁
起
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
永
遠
不
変

の
固
定
的
実
体
が
な
い
」
と
考
え
る
系
統
。 

も
う
一
つ
は
唯
識
派
と
い
わ
れ
、
世
親

せ

じ

ん(

天
親

て
ん
じ
ん)(

四

～
五
世
紀
こ
ろ
の
北
西
イ
ン
ド
の
僧)

が
大
成
し
た

説
で
、「
唯
識
と
は
心
の
ほ
か
に
法(

存
在
す
る
も
の)

が
な
い
、
人
間
の
心
に
ふ
れ
て
初
め
て
世
界
が
生
じ

る
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
乗
仏

教
も
イ
ン
ド
で
は
滅
び
、
中
国
・
朝
鮮
で
は
形
骸
化

し
、
日
本
で
の
み
仏
陀
の
心
か
ら
生
ま
れ
た
大
乗
仏

教
の
理
念
「
慈
悲(

思
い
や
り)

」
す
な
わ
ち
本
来
「
四

苦
八
苦
」
の
苦
で
出
来
て
い
る
人
生
か
ら
苦
を
な
く

す
教
え
と
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ

ろ
う
。 

中
国
仏
教
は
と
も
か
く
、
中
国
の
宗
教
的
世
界
観

を
代
表
す
る
の
は
儒
教
と
道
教
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
儒
教
は
「
宗
教
と
し
て
よ
り
は
社
会
道

徳
や
政
治
倫
理
と
し
て
」
受
容
さ
れ
て
い
る
が
。
儒

教
の
祖
は
孔
子(

紀
元
前
五
五
一
～
紀
元
前
四
七
九)

で
あ
る
。
孔
子
は
中
国
古
来
の
思
想
家
を
尊
崇
し
て

こ
れ
ら
を
大
成
、
仁
を
理
想
の
道
徳
と
し
、
孝
悌
と

忠
恕
と
を
以
て
理
想
を
達
成
す
る
根
底
と
し
た
。
忠

恕
と
は
「
ま
ご
こ
ろ
と
お
も
い
や
り
」
で
、
仁
を
天

道
の
発
現
と
み
な
し
、
一
切
の
諸
徳
を
統
べ
る
主
徳

と
し
た
。 

一
方
、
道
教
は
儒
家
と
共
に
中
国
の
二
大
学
派
を

な
し
、
そ
の
祖
は
老
子(

春
秋
戦
国
時
代
・
紀
元
前
七

七
〇
～
紀
元
前
二
二
一)

で
、「
宇
宙
の
根
本
原
理(

本

体)

を
道(

タ
オ)

と
す
る
教
説
が
根
本
を
な
し
、
道
は

絶
対
的
で
あ
る
と
し
、
清
静
・
恬
淡
・
無
為
・
自
然

に
帰
す
れ
ば
乱
離
な
し
」
と
説
い
た
。
後
に
老
子
の

学
は
荘
子(

紀
元
前
四
世
紀
ご
ろ)

が
継
ぎ
「
万
物
は

斉
同
で
生
死
な
ど
の
差
別
を
超
越
す
る
」
こ
と
を
説

い
た
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
東
洋
の
宗
教
的
世
界
観
は
「
自

然
を
目
に
見
え
な
い
カ
ミ
の
働
き
」
と
感
受
し
、「
誠

者
天
之
道
也
。
誠
之
者
、
人
之
道
也
。」(

中
庸
二
十

章)
と
知
見
す
る
心
の
働
き
を
根
本
と
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。 

    

     

 

科
学
論
文
デ
ー
タ
の
信
憑
性
に
つ
い
て 

高
橋 

正
彦 

 

【
旧
来
会
員
の
逝
去
相
次
ぎ
、
会
存
続
の
意
欲
減

衰
の
現
状
に
鑑
み
、
往
年
の
主
張
を
示
し
ま
す
。】 

実
業
界
を
引
退
し
た
方
々
が
、
こ
の
様
な
学
び
の

場
を
開
い
て
い
る
の
は
、
現
状
の
文
化
レ
ベ
ル
に
満

足
せ
す
、
何
ら
か
の
提
言
を
為
し
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
も
の
と
想
像
す
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、 

【
文
化
学
術
水
準
の
形
骸
化
の
現
状
】
に
対
す
る 

 

【
危
機
感
の
発
信
】
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

と
こ
ろ
が
、
如
何
に
「
我
に
正
論
あ
り
」
と
主
張

し
よ
う
と
も
、
訴
求
力
あ
る
発
信
な
け
れ
ば
、
会
員

数
も
ジ
リ
貧
と
な
り
会
は
消
滅
す
る
。
…
…
是
に
対

し
、
限
ら
れ
た
環
境
下
で
も
超
弩
級
の
（
訴
求
力
あ

る
）、
真
実
の
発
見
は
可
能
で
あ
る
実
例
を
以
下
で
示

そ
う
と
思
う
。 

 

Ａ 

当
世
科
学
の
限
界
状
況 

論
究
の
多
く
が
実
デ
ー
タ
を
開
示
し
な
い
、
現
況

の
情
報
は
【
粗
略
デ
ー
タ
】
に
留
ま
る
。
是
は
体
裁

が
悪
く
余
人
は
使
用
不
能
、
高
度
の
検
証
・
発
展
的

論
考
は
出
来
ず
研
究
不
正
の
素
地
が
あ
る
。 

Ｂ 

是
に
対
す
る
本
論
の
基
本
的
着
眼
点 
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① 

簡
略
デ
ー
タ
で
あ
ろ
う
と
、
是
等
を
広
汎
・
綿

密
に
対
校
し
、
こ
こ
に
未
知
の
法
則
性
が
【
潜

在
】
す
る
揚
合
に
、
こ
の
法
則
性
に
は
信
憑
性

が
あ
る
＝
帰
納
法
的
視
点
。 

② 

類
似
事
象
に
関
し
、
異
質
の
検
証
環
境
に
も
拘

わ
ら
す
、
双
方
の
デ
ー
タ
ー
群
に
、
類
似
パ
タ

ー
ン
が
意
図
せ
す
【
潜
在
】
す
る
場
合
、
両
者

に
は
信
憑
性
が
あ
る
。 

Ｃ 

本
論
の
要
旨 

鉛
の
環
境
汚
染
は
放
射
能
汚
染
に
匹
敵
す
る
が
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
論
究
は
な
い
。
二
十
世
紀
の
本

邦
鉛
汚
染
は
Ｎ
宇
状
の
変
移
を
描
き
、
米
国
の
そ
れ

に
酷
似
す
る
。 

こ
れ
等
パ
タ
ー
ン
の
類
似
は
単
独
で
は
信
憑
性
が

認
め
ら
れ
す
、【
亜
鉛
由
来
の
鉛
汚
染
】
説
の
導
入
に

よ
り
、
初
め
て
意
昧
を
持
つ
。 

 

更
に
こ
の
新
視
点
は
、
本
邦
南
の
屋
久
島
の
年
輪

(

注
１)

に
よ
り
、
初
め
て
意
義
が
与
え
ら
れ
る
。 

Ｄ 

論
議
（
Ｎ
状
変
移
） 

（
便
宜
上
、
Ｎ
字
パ
タ
ー
ン
の
左
上
角
点
を
【
左
角
】、

右
下
角
を
【
右
角
】
と
称
す
る
。
） 

又
、
鉛
デ
ー
タ
の
分
布
領
域
で
、
神
岡
鉱
山
・
本
州

鉱
山
・
北
米
特
有
の
分
布
を
図
上
で
、【
Ｂ
】【
Ｃ
】

【
Ｅ
】
の
矩
形
領
域
で
示
す
。 

 
 

上
図
に
お
い
て
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
（
サ

ン
ゴ
礁
）
デ
ー
タ
は
一
九
二
二
年
を

頂
点
と
し
…
六
〇
年
よ
り
左
方
に
減

少
す
る
も
、【
一
九
七
八
年
よ
り
漸
増

に
転
じ
た
】。 

 

こ
れ
に
対
し
東
京
湾
推
積
土
デ
ー

タ
（
平
尾
説
）
は
一
八
八
〇
年
代
よ

り
漸
増
に
転
じ
、
一
九
二
二
年
よ
り

漸
減
に
転
じ
、【
一
九
七
六
年
よ
り
再

度
漸
増
に
転
じ
た
】。 

 

但
し
、
平
尾
説
は
海
底
面
＝
Ｑ
80

の
測
定
値
を
一
九
八
〇
年
の
代
表
値

と
す
る
（
河
口
先
は
鉛
値
が
低
い
）

が
、
全
一
八
点
の
平
均
で
は
七
一
年

以
降
は
「
漸
増
」
と
な
る
。
平
尾
説

は
こ
の
点
が
不
明
瞭
で
あ
る
。 

 

同
様
に
、
本
邦
諸
家
の
測
定
で
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
鉛
汚
染
の
傾

向
に
明
確
な
言
及
＝
定
説
は
な
い
が
、

【
一
九
七
〇
年
以
降
の
鉛
値
は
漸
増

に
転
ず
る
】 

（
是
は
先
に
提
示
の
テ
ー
ゼ
の
①
に

よ
る
が
、
ス
ベ
ー
ス
の
都
合
で
説
明

は
省
略
す
る
。） 

…
…
本
邦
の
Ｎ
状
変
移
の
、【
左
角
点
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は
一
九
二
二
年
・
右
角
点
は
一
九
七
一
年
】
で
あ
る
。 

 
●
Ｎ
状
変
移
の
要
因
…
…
に
つ
い
て
論
究
は
な
い

が
、
是
に
関
し
、
屋
久
杉
年
輪
に
興
昧
深
い
デ
ー
タ

が
あ
る
。
…
…
是
に
よ
れ
ば
、
産
業
革
命
以
前
、
大

気
中
の
鉛
汚
染
は
Ｃ
領
域
内
に
あ
っ
た
が
、
一
九
一

二
年
に
値
が
急
増
し
、
以
後
は
Ｂ
・
Ｃ
領
域
の
脇
に

線
状
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
等
の
変
移
は

以
下
の
様
に
解
釈
さ
れ
る
。 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
 

① 

屋
久
杉
年
輪
の
年
代
設
定
に
は
信
憑
性
が
な
く
、

一
九
一
二
年
は
一
九
一
六
年
に
補
正
す
る(

注) 

② 

産
業
革
命
期
の
大
気
汚
染
は
、
本
邦
お
け
る
英

帝
国
圏
由
来
の
鉛
の
優
位
を
全
く
反
映
し
な
い
。 

③ 

一
九
一
二
年
の
値
は
以
後
の
分
布
と
は
異
質
で

Ｂ
・
Ｃ
領
域
外
の
、
華
南
産
鉛
と
推
定
す
る
。（
★

印
）
凡
口
鉱
山
の
鉛
値
…
…
（2

1
1
0
.
4
-
8535

） 

④ 

こ
れ
等
よ
り
屋
久
杉
の
一
九
一
二
年
の
値
は
第

一
次
大
戦
…
一
九
一
六
年
の
鈴
木
商
店
に
よ
る

下
関
彦
島
の
突
貫
的
な
亜
鉛
増
産
の
事
実
を
示

す
と
解
釈
す
る
。 

 

（
増
産
の
鉱
石
調
達
先
と
し
て
華
南
を
挙
げ
る
の

は
鈴
木
商
店
に
関
す
る
記
事
の
み
で
あ
る
。） 

⑤ 

亜
鉛
精
錬
と
大
気
の
鉛
汚
染
を
関
連
付
け
た
論

調
は
目
に
し
な
い
が
、
初
源
的
な
亜
鉛
精
錬
で

は
、
不
純
物
と
し
て
鉛
が
排
気
拡
散
さ
れ
る
と

類
推
す
る
。 

 

●
東
京
湾
の
鉛
汚
染
の
新
視
点
● 

東
京
湾
の
鉛
汚
染
の
（
上
図
）、
一
九
〇
〇
年
頃
に

対
す
る
一
九
一
六
～
二
二
年
の
急
激
な
伸
び
は
異
質

な
鉛
成
分
の
混
入
に
よ
る
が
、
当
時
の
本
邦
の
鉛
消

費
の
圧
倒
的
な
大
英
帝
国
圈
の
シ
ェ
ア
を
全
く
反
映

し
な
い
。 

 

こ
れ
は
急
激
な
亜
鉛
原
鉱
の
需
要
に
対
し
、
Ｂ
領

域
の
鉛
由
来
の
汚
染
に
加
え
、
関
東
圏
で
は
、 

 

●
【
北
米
産
の
亜
鉛
鉱
に
由
来
す
る
大
気
汚
染
が 

進
行
し
た
事
を
示
す
】。
是
は
本
邦
Ａ
Ｂ
領
域
と
異

質
で
、
突
出
部
は
Ｅ
域
に
傾
く
。
更
に 

 
●
【
束
京
湾
の
鉛
同
位
体
値
は
一
九
二
〇
～
四
〇 

 
年
の
間
で
停
滞
す
る
】
…
こ
れ
は
屋
久
杉
の
揚
合

に
近
似
す
る
。
同
じ
停
滞
は
バ
ミ
ュ
ー
ダ
の
値

（
図
）
に
も
見
ら
れ
る
。 

  

●
北
米
の
鉛
汚
染
の
新
視
点
＝
左
角
突
出
● 

北
米
の
鉛
汚
染
の
鉛
値
（
注
２
）
が
一
九
一
七
～

二
二
年
に
か
け
て
急
に
増
加
し
、
次
い
で
急
減
す
る

背
景
と
し
て
、
豪
州
タ
イ
プ
の
鉛
鉱
山
（
モ
ン
タ
ナ

州
鉱
山
）
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
是
は
新
し

い
鉱
山
で
産
量
の
急
減
は
な
い
か
ら
、
鉛
値
の
一
九

二
二
年
以
降
の
左
下
へ
の
急
減
は
説
明
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
ピ
ー
ク
を
構
成
す
る
原
因
は
、
第
一
次
大

戦
に
よ
る
米
国
産
亜
鉛
の
激
産
に
よ
る
国
内
産
亜
鉛

鉱
の
不
足
を
、
輸
入
に
よ
り
補
っ
た
事
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

具
体
的
に
は
【
第
一
次
大
戦
の
三
年
間
は
亜
鉛
鉱

の
不
足
分
を
輸
入
に
よ
り
補
充
し
た
】
と
の
記
述
が

あ
る
（
注
３
）。 

そ
の
輸
入
先
は
カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
で
あ
り
、
こ

の
場
合
、
両
者
の
鉛
値
は
北
米
よ
り
高
い
の
で
、
総

合
さ
れ
た
鉛
値
は
、
こ
れ
ら
の
鉛
値
の
影
響
に
よ
り
、 

 
 

【
一
九
一
六
頃
か
ら
右
上
方
に
】
突
出
す
る
。 

 

更
に
、
戦
後
の
急
激
な
生
産
縮
小
に
よ
り
、
こ
れ

等
の
影
響
が
減
少
し
、
鉛
値
は
【
一
九
二
二
年
頃
か

ら
左
下
に
】
急
減
す
る
。 

 

●
北
米
の
鉛
汚
染
の
新
視
点
＝
右
角
突
出
● 

 

北
米
の
大
気
汚
染
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
別
異

の
分
布
線
＝
北
米
鉛
線
に
「
移
乗
」
し
、
以
後
こ
の

線
上
を
左
方
に
減
少
し
、
右
方
増
加
に
転
す
る
。
と

こ
ろ
が
、【
こ
の
増
減
の
背
景
は
、
恰
も
ガ
ス
鉛
の
増

減
で
あ
る
か
に
見
ら
れ
る
が
、
真
実
で
は
な
い
。】 

…
…
何
故
な
ら
ば
、
単
に
濃
度
減
少
な
ら
ば
、
最

終
的
に
背
景
汚
染
で
あ
るCoal

線
へ
移
乗
す
る

方
向
に
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
実
は
、

Gas

添
加
鉛
の
【
北
米
産
か
ら
カ
ナ
ダ
産
へ
の
変
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質
】
＝
カ
ナ
ダ
産
へ
の
転
換(

G
a
s

鉛
産
地
の
転
換)

で
あ
る
が
、
米
国
で
は
こ
の
事
実
を
明
示
す
る
説
、

及
ぴ
記
録
が
な
い
。 

Ｄ 
日
米
の
鉛
汚
染L

in
e

の
信
憑
性 

以
上
に
挙
げ
た
曰
米
鉛
汚
染
の
Ｎ
字
状
変
移
は
、

一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
一
六
～
二
二
年
代
に
か
け

て
、
旧
来
の
鉛
汚
染
と
異
な
る
【
異
質
・
急
激
な
汚

染
】
が
突
出
し
た
。
そ
の
要
因
は
第
一
次
世
界
大
戦

に
よ
る
軍
需
（
弾
薬
用
）
亜
鉛
の
精
錬
に
付
随
す
る

鉛
汚
染
で
あ
る
…
…
と
抽
象
す
る
事
が
可
能
で
、
こ

こ
で
【
日
米
で
全
く
異
な
る
環
境
に
も
拘
ら
ず
、
酷

似
す
る
Ｎ
状
変
移
の
潜
在
が
確
認
さ
れ
た
】。 

こ
の
パ
タ
ー
ン
の
類
似
に
既
存
学
説
上
の
指
摘
は

な
く
、
こ
こ
か
ら
各
測
定
デ
ー
タ
の
「
結
果
へ
の
予

断
」
は
な
く
、
デ
ー
タ
の
凡
そ
に
は
信
憑
性
が
あ
る
。 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
 

 

●
Ｎ
状
パ
タ
ー
ン
の
問
題
点 

但
し
、
Ｎ
状
パ
タ
ー
ン
の
異
質
環
境
下
で
の
類
似

は
デ
ー
タ
の
全
て
を
確
証
す
る
物
で
は
な
い
。 

①
屋
久
島
デ
ー
タ
に
は
計
測
年(

一
九
九
二
年
は
当

方
の
推
定
）
を
示
さ
す
、
図
と
表
の
年
次
も
一
〇
年

の
齟
齬
が
あ
り
、
屋
久
杉
の
年
輪
計
測
へ
の
説
明
が

な
い
。
そ
こ
で
年
次
に
は
【
四
年
の
誤
り
あ
り
】
と

す
る
。 

②
バ
ミ
ュ
ー
ダ
デ
ー
タ
の
一
九
七
六
年
以
降
の
ラ
イ

ン
は
北
米
産
鉛
の
ラ
イ
ン
上
に
あ
り(Ca

州
の
コ
ン

ド
ル
・
国
境
北
限
の
カ
リ
ブ
ー
、Ma

州
年
輪
の
各
鉛

値
の
ラ
イ
ン
に
近
似
）、
凡
は
信
憑
性
が
あ
る
が
、
大

き
な
疑
惑
が
あ
る
。
…
…
何
故
な
ら
ば
、 

Ａ
…Pr.Boyle

一
門
か
ら
「
師
の
デ
ー
タ
と
方
法
」

に
基
づ
き
な
が
ら
、
異
な
る
鉛
の
変
移
図
が
提
示
さ

れ
て
い
る
（
注
４
）。
そ
の
差
は
Ｎ
状
変
移
の
右
端
が

【
北
米
鉛
線
に
近
い
か
、
や
や
離
れ
る
か
】
で
あ
り 

 

（
後
者
で
は
Ｅ
域
線
の
直
近
に
表
示
さ
れ
る
）。 

Ｂ
…
後
者
の
揚
合
北
米Gas

鉛
汚
染
の
度
合
い
が
若

干
軽
減
さ
れ
る
か
の
印
象
を
与
え
る
。 

Ｃ
…Pr.Boyle

等
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
諸
論
文
は
素
デ
ー
タ

を
示
さ
ず
、
一
九
七
〇
年
部
分
に
抜
け
が
あ
り
、
信

憑
性
に
疑
問
が
あ
る
。
抑
々
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
経
年
変
移
図

は
縦
軸(y
＝208pb/

207pb,x

＝206pb/207pb

）
‥

横
＝
年
次
方
式
で
、【
こ
の
方
式
で
は
本
図
の
様
な
同

位
体
変
移
線
の
順
行
・
逆
行
が
認
知
さ
れ
す
、
汚
染

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
・
北
米
鉛
の
分
布
線
も
認
知
で

き
な
い
】。 

Ｄ
…
そ
も
そ
も
降
雨
・
血
液
等
の
標
本
に
、
鮮
明
な 

【
加
州
・
米
国
特
有
の
直
線
分
市
が
あ
る
】
と
の
本

論
図
の
主
張
は
米
国
論
文
で
は
顕
著
で
は
な
い
。 

 

（
注
１
）
人
為
源
空
中
塵
の
屋
久
杉
：
中
村
精
次
二
〇
〇 

（
注
２
）Le

a
d
 is

o
to
p
e 

…M
.K
.
R
eu
e
r,
B
oy
l
e 

二
〇
〇
三 

（
注
３
）
鉛
生
産
デ
ー
タ
の
概
要
（
米
商
務
省
一
九
二
九
） 

（
注
４
）G

.
T
.
C
h
e
n

‐Th
e
rm
oc
l
i
ne

…
一
九
八
八 

 

「
提
言
」
階
級
固
定
化
す
る
社
会
で
は
、
独
創
性
・

真
実
を
見
る
目
が
失
わ
れ
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
に

はweb

に
よ
る
情
報
発
信
を
手
に
す
る
し
か
な
い
。 

  

(

追
伸) 

図
中
表
示
の
都
合
上
、
本
邦
関
係
の

図
・
デ
ー
タ
の
真
の
位
置
は
：
縦
ｙ
＋
20
、
横
ｘ

+

25
だ
け
移
動
し
た
位
置
に
あ
り
ま
す
。 
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洛
陽
発
見
の
三
角
縁
神
獣
鏡
に 

奇
妙
な
錆
コ
ブ 

新 

井 
 

宏 

 

今
年
一
月
、
大
阪
で
「
鉛
同
位
体
比
か
ら
見
た
三

角
縁
神
獣
鏡
」
と
題
す
る
講
演
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

百
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
冒
頭
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。 

 

富
岡
謙
蔵
が
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
魏
鏡
で
あ
る

と
唱
え
て
か
ら
間
も
な
く
百
年
に
な
る
が
、
昨
年

は
、「
三
角
縁
神
獣
鏡
の
製
造
に
関
す
る
実
証
的
な

研
究
」
が
大
き
く
進
展
し
、「
魏
鏡
説
」
が
大
巾
に

後
退
し
て
「
国
産
説
」
が
決
定
的
と
な
っ
た
年
で

あ
っ
た
。 

年
末
に
は
読
売
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
橿
考
研

の
大
講
演
会
「
三
角
縁
神
獣
鏡
研
究
の
最
前
線
」

で
、「
舶
載
鏡
」
と
「
仿
製
鏡
」
が
同
一
の
鋳
型
を

用
い
て
造
ら
れ
て
い
た
事
例
が
豊
富
に
報
告
さ
れ
、

「
仿
製
鏡
」
も
「
舶
載
鏡
」
も
同
一
地
域(

日
本
国

内)

で
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

鈴
木
勉
氏
の
工
芸
文
化
研
究
所
も
、
鏡
の
加
工
痕

の
研
究
か
ら
「
国
産
説
」
を
決
定
付
け
る
報
告
を

提
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
近
年
「
科
学
的
な
実
証
研
究
」

が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
私
の
「
鉛

同
位
体
比
の
研
究
」
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。 

そ
も
そ
も
青
銅
鏡
に
は
、
複
製
す
る
方
法
が
た

く
さ
ん
あ
る
。「
同
型
鏡
」
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

い
中
国
な
ら
と
も
か
く
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
「
同

型
鏡
」
ば
か
り
で
、
し
か
も
日
本
の
み
で
五
五
〇

面
も
出
土
し
た
大
流
行
の
鏡
で
あ
る
。
流
行
地
に

「
偽
物
」
が
現
れ
る
の
は
常
識
で
あ
り
、「
複
製
鏡
」

の
製
作
状
況
を
実
証
的
に
調
べ
な
い
で
、
従
来
の

よ
う
に
紋
様
、
銘
文
の
系
譜
を
精
緻
に
追
い
か
け

て
も
コ
ピ
ー
鏡
や
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
鏡
の
製
作
地

が
分
か
る
は
ず
が
な
い
。 

 実
は
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
昨
年
末
、「
遂
に

中
国
で
三
角
縁
神
獣
鏡
が
見
つ
か
っ
た
」
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
朝
日
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。
河
南
省
在
住

の
鏡
コ
レ
ク
タ
ー
で
研
究
者
の
王
趁
意
氏
が
「
二
〇

〇
九
年
ご
ろ
、
洛
陽
の
骨
董
市
で
白
馬
寺
付
近
の
農

民
か
ら
譲
り
受
け
た
鏡
」
で
、
実
見
し
た
西
川
寿
勝

氏
も
様
々
な
特
徴
が
日
本
出
土
の
三
角
縁
神
獣
鏡
と

一
致
し
て
い
て
、
様
式
的
に
は
間
違
い
な
く
「
三
角

縁
神
獣
鏡
」
だ
と
い
う
。
従
前
な
ら
こ
こ
で
『
魏
鏡

説
』
に
決
ま
り
と
大
騒
ぎ
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

『
国
産
説
』
が
有
力
に
な
っ
た
今
日
で
は
研
究
者
達

も
慎
重
で
あ
る
。 

私
も
一
応
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
た
が
、
出
土
地

不
明
で
は
あ
る
が
、
中
国
鏡
ら
し
く
直
径
が
十
八
・

三
㌢
で
日
本
で
は
珍
し
く
小
型
サ
イ
ズ
な
の
で｢

本

物｣

の
可
能
性
も
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。「
三
角

縁
神
獣
鏡
」
の
大
部
分
は
日
本
製
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
の
祖
型
が
中
国
に
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
得

る
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
西
川
寿
勝
氏
に
同
行
し
た
全
国
邪
馬
台

国
連
絡
協
議
会
会
長
の
鷲
崎
弘
朋
氏
の
プ
ロ
グ(

１)

に
詳
細
な
写
真
が
で
て
い
る
の
を
見
て
驚
い
た
。
ど

う
も
錆
の
発
生
状
況
が
不
自
然
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
西
川
寿
勝
氏
の
講
演
記
録(

２)

も
調
べ
て
み
た
。 

ま
ず
、
鷲
崎
氏
の
写
真
の
錆
の
部
分
を
拡
大
し
た

写
真
１
を
見
て
頂
こ
う
。 

金
属
の
専
門
家
と
し
て
こ
の
写
真
を
見
る
と
、
波

文
帯(

二
重
折
線)

の
両
側
の
鋸
歯
文
帯(

三
角
模
様)

に
沿
っ
て
生
成
し
た
「
濃
茶
色
の
錆
コ
ブ
」
が
気
に

入
ら
な
い
。「
錆
コ
ブ
」
の
上
面
に
は
緑
錆
が
付
い
て

い
る
の
で
銅
の
錆
ら
し
い
が
鉄
管
で
も
あ
る
ま
い
し
、

青
銅
鏡
に
濃
茶
色
の
「
錆
コ
ブ
」
は
奇
異
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
銅
の
錆
に
は
酸
化
第
一
銅(

赤
褐
色)

や
酸
化
第
二
銅(

黒
色)

も
あ
り
、
濃
褐
色
を
示
す
の

で
、
専
門
家
と
し
て
う
か
つ
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
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こ
の
種
の
酸
化
物
は
表
面
に
被
膜
を
作
り
腐
食
を
防

止
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
て
、「
錆
コ
ブ
」
を
形
成
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
じ
ま
な
い
。
た
だ
し
、
西
川
氏

が
「
中
原
の
出
土
鏡
特
有
の
硬
く
て
厚
い
赤
サ
ビ
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
し
、
張
懋
鎔
氏
も
、
典
型
的

な
北
方
の
土
中
で
発
見
さ
れ
た
銅
鏡
は
「
全
体
が
赤

い
斑
点
と
緑
錆
に
覆
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る(

３)

の
で
、「
錆
コ
ブ
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
か
も
知
れ

な
い
。 

そ
こ
で
、「
錆
コ
ブ
」
の
周
り
を
更
に
高
倍
率
で
観

察
し
た
の
が
写
真
２
で
あ
る
。
錆
の
な
い
波
文
帯
の

部
分
に
小
さ
な
孔
食
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
発
達
し
た

の
が
「
錆
コ
ブ
」
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
念

の
た
め
、
更
に
西
川
氏
の
写
真
に
よ
り
別
の
個
所
の

写
真
３
を
準
備
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
小
さ
な

孔
食
か
ら
中
段
階
の
孔
食
を
経
て
「
錆
コ
ブ
」
に
至

る
過
程
が
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
、
洛

陽
鏡
に
は
孔
食
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
青
銅
鏡
の
場
合
、
合
金
成
分
に
錫
を

含
む
の
で
通
常
な
ら
、
表
面
に
茶
黒
色
の
酸
化
皮
膜

を
形
成
し
て
緑
錆
を
防
止
す
る
。
し
か
し
、
腐
食
性

の
湿
潤
環
境
に
な
る
と
、
錫
と
銅
の
酸
化
皮
膜
が
破

ら
れ
、
緑
錆
を
生
じ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
緑
錆

で
も
以
降
の
錆
の
進
展
を
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
多
く
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
二
千
年
近

く
経
て
も
、
ひ
ど
い
「
錆
コ
ブ
」
な
ど
な
い
の
が
普

通
な
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
湿
潤
環
境
に
塩
化
物
を
含
む
よ
う
に

な
る
と
局
所
的
な
孔
食
を
起
こ
し
て
、
小
さ
な
「
錆

コ
ブ
」
を
つ
く
り
、
そ
の
部
分
は
、
マ
ク
ロ
セ
ル
と

い
う
現
象
に
よ
っ
て
局
所
的
に
腐
食
を
進
行
さ
せ
て

し
ま
う
。 

は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
孔
食
が
日
本
の
青
銅
鏡

に
発
生
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
で
出
土
し
た
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三
角
縁
神
獣
鏡
や
そ
の
他
の
青
銅
鏡
の
腐
食
状
況
を

カ
ラ
ー
写
真
や
ネ
ッ
ト
で
観
察
し
て
見
た
。 

ま
ず
、
樋
口
隆
康
『
三
角
縁
神
獣
鏡
綜
鑑
』(

新
潮

社)

の
カ
ラ
ー
写
真
八
面
を
見
る
が
、
茶
黒
色
皮
膜
か

緑
錆
で
覆
わ
れ
て
い
て
、
金
属
光
沢
が
残
る
と
か
、

洛
陽
鏡
の
よ
う
な
典
型
的
な
「
錆
コ
ブ
」
は
み
ら
れ

な
い
し
、
孔
食
状
の
起
点
も
み
ら
れ
な
い
。『
椿
井
大

塚
山
古
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡
』(

京
大
博
物
館
図
録)

の
一
〇
面
を
見
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
、
腐
食
が
進
行

し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
錆
部
が
脱
落
し
て
虫
食

い
状
の
緑
白
色
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
一
般
的
な

青
銅
鏡
の
写
真
を
多
く
載
せ
る
田
中
琢
の
『
古
鏡
』

(

講
談
社)

の
一
〇
〇
面
余
り
を
見
る
が
状
況
は
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
写
真
は
印
刷
物
で
高

倍
率
の
観
察
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
見
落
と
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
た
め
更
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
国
立
博
物
館
の

「
e
国
宝
」(

４)

に
載
る
四
〇
面
ほ
ど
の
青
銅
鏡
を

高
倍
率
で
観
察
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
外
周
部

(

三
角
縁
部)

だ
け
に
、
虫
食
い
状
の
腐
食
が
進
展
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
洛
陽
鏡
の
よ
う
な
「
流
れ

錆
コ
ブ
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

こ
こ
ま
で
説
明
し
た
こ
と
で
、
私
が
何
を
言
い
た

い
か
お
分
か
り
で
あ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、「
青
銅

器
を
古
物
に
見
せ
か
け
る
贋
作
技
法
」
と
し
て
、
意

識
的
に
「
孔
食
」
を
発
生
さ
せ
た
疑
い
は
な
い
の
か
。 

も
ち
ろ
ん
、
私
が
贋
作
技
法
を
よ
く
知
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
金
属
材
料
の
耐
食
性
を
評

価
す
る
際
に
、
何
十
年
も
か
か
っ
て
い
て
は
研
究
が

進
ま
な
い
の
で
、「
加
速
試
験
」
を
す
る
の
は
ご
く
一

般
的
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
法
の
代
表
的
な
も
の

が
、
塩
化
物
を
含
む
環
境
で
湿
潤
と
乾
燥
を
繰
り
返

す
試
験
方
法
な
の
で
あ
る
。 

そ
の
意
味
で
は
写
真
１
～
３
に
示
し
た
よ
う
に
、

鋸
歯
文
帯
や
波
文
帯
の
部
分
に
金
属
光
沢
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
も
奇
異
で
あ
る
。

更
に
は
銘
文
帯
の
部
分
は
、
孔
食
さ
え
見
ら
れ
ず
、

あ
た
か
も
の
も
銘
文
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
二
千
年
近
く
経
っ
た
の
に
、
ほ
と
ん
ど

腐
食
し
て
な
い
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
紋
様
面
の
反

対
側
の
研
磨
さ
れ
た
「
本
来
の
鏡
面
」
は
な
ぜ
か
、

全
面
に
わ
た
り
濃
茶
褐
色
の
銹
が
つ
い
て
い
る
。
同

じ
加
工
表
面(

切
削
・
研
削
・
研
磨
面)

で
あ
り
な
が

ら
、
な
ぜ
か
く
も
錆
の
発
生
が
異
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。 更

に
写
真
観
察
中
に
気
付
い
た
の
は
、
銘
文
帯
の

中
央
に
、
極
細
の
コ
ン
パ
ス
線
状
の
疵
が
残
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
細
い
線
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
ケ
ガ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

腐
食
の
一
般
論
か
ら
云
え
ば
、
孔
食
は
応
力
腐
食

割
れ
よ
り
も
厳
し
い
腐
食
環
境
で
起
き
る
。
応
力
腐

食
割
れ
と
は
素
材
に
力
が
か
か
っ
た
状
態
で
弱
い
腐

食
環
境
に
置
か
れ
る
と
錆
も
出
な
い
の
に
割
れ
て
し

ま
う
現
象
で
あ
る
。
い
ま
だ
、
考
古
学
界
で
は
青
銅

鏡
に
お
け
る
応
力
腐
食
割
れ
現
象
に
つ
い
て
理
解
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
破
断
し
て
し
ま
っ
た
り
、
ひ
び

割
れ
し
て
い
る
青
銅
鏡
は
か
な
り
の
数
に
上
る
。 

孔
食
環
境
と
い
う
の
は
、
応
力
腐
食
割
れ
環
境
よ

り
も
厳
し
い
環
境
で
あ
る
。
従
っ
て
、
孔
食
環
境
に

千
年
以
上
も
放
置
さ
れ
て
、
銘
文
が
は
っ
き
り
読
め

た
り
、
金
属
光
沢
が
残
っ
て
い
た
り
す
る
の
は
私
に

と
っ
て
奇
異
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
贋
作
技
法
」

を
疑
う
理
由
が
あ
る
が
、
は
た
し
て
私
の
思
い
過
ご

し
で
あ
ろ
う
か
。 

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
土
壌
と
華
北
洛
陽
の
土
壌
の

腐
食
性
に
は
差
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の

土
壌
は
「
酸
性
土
壌
」
で
人
骨
や
鉄
遺
物
が
腐
食
し

て
し
ま
い
残
り
難
い
。
そ
の
一
方
で
、
華
北
は
「
ア

ル
カ
リ
土
壌
」
で
、
一
般
的
に
は
腐
食
は
少
な
い
。

た
だ
し
、
洛
陽
は
塩
分
の
濃
化
が
あ
り
、
そ
れ
が
今

回
の
よ
う
な
腐
食
に
繋
が
っ
た
可
能
性
は
否
定
し
き

れ
な
い
。 
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以
上
で
、
洛
陽
鏡
の
不
自
然
な
「
錆
コ
ブ
」
に
つ

い
て
の
記
述
は
と
り
あ
え
ず
終
え
る
。
た
だ
、
私
が

金
属
専
門
家
の
立
場
で
、「
洛
陽
鏡
は
贋
作
か
」
な
ど

と
云
う
と
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
す
る
方
が
出
る
か
も

知
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
「
独
断
と
偏
見
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
『
史
遊
会
』
に
紹
介
し
て
み
た

の
で
あ
る
。 

つ
い
で
な
の
で
、
鷲
崎
氏
と
西
川
氏
の
記
述
の
中

に
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
の
で
付
記
す
る
。 

➀ 

鉛
同
位
体
比
の
測
定
用
の
サ
ン
プ
ル
採
取
を

王
趁
意
氏
に
依
頼
し
た
が
、「
も
っ
と
上
の
レ
ベ
ル
で

の
日
中
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
実
施
し
た
い
と
断

ら
れ
た
。 

➁ 

鏡
の
様
式
は
第Ⅱ

期
～
第Ⅲ

期
に
属
し
、
卑
弥

呼
が
貰
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
第Ⅰ

期
の
鏡
で
は
な
い
。

な
お
、
従
来
日
本
製
と
考
え
ら
れ
て
い
た
仿
製
三
角

縁
神
獣
鏡
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
「
魏
鏡
」
と
考
え
る

研
究
者
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。 

➂
た
だ
し
『
魏
鏡
説
』
の
旗
頭
、
大
阪
大
の
福
永

伸
哉
教
授
も
「
日
本
か
ら
後
世
に
渡
っ
た
可
能
性
も

あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
し
、
同
じ
く
『
魏
鏡
説
』
の

京
都
大
の
岡
村
秀
典
教
授
も
「
本
当
に
洛
陽
か
ら
の

出
土
品
か
分
か
ら
ず
、
確
か
な
出
土
地
の
議
論
が
今

後
必
要
」
と
、
出
所
が
不
明
の
三
角
縁
神
獣
鏡
に
は

慎
重
で
あ
る
。 

 

(

１)
 http://zenyamaren.org/washizaki.html 

(

２)http://zenyamaren.org/nishikawa20151

224.pdf 

(

３) 

張
懋
鎔
「
洛
陽
で
発
見
さ
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡

に
つ
い
て
」『
博
古
研
究
』33(2007) 

(

４)
 http://www.emuseum.jp/

 

               

 

『
史
遊
サ
ロ
ン
例
会
』 

 

例
会
開
催
は
原
則
と
し
て
、
奇
数
月

(

一
月
、
三
月
、
五
月
、
七
月
、
九
月
、

十
一
月)

の
第
三
土
曜
日
、
午
後
三
時
～

五
時
。 

会
場
は
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
貸
会
議
室

(

東
京
駅
八
重
洲
北
口
・
外
堀
通
り
横
断

徒
歩
三
分
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
證
券
並
び
、

電
話
〇
三-

三
五
七-

七
八
八
九
、
中
央
区

八
重
洲
一-

七-

四)

。 

例
会
で
は
、
話
題
提
供(

講
演
や
直
近

の
『
史
遊
サ
ロ
ン
通
信
』
掲
載)

の
後
、

懇
談
と
云
う
ス
タ
イ
ル
に
な
る
と
思
い

ま
す
。 

な
お
、
五
月
の
『
サ
ロ
ン
例
会
』
は
第

二
土
曜
日
の
十
四
日
に
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。 

ま
た
、『
史
遊
サ
ロ
ン
』
へ
の
参
加
は
、

『
史
遊
サ
ロ
ン
通
信
』
の
読
者
と
し
て
の

み
の
方
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。『
史
遊

サ
ロ
ン
通
信
』
の
送
付
を
迷
惑
な
方
は
、

恐
縮
で
す
が
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 


